
平成 30 年度 ファームメイド乳製品等の検査及び工房の環境検査事業 

実施結果事例報告 

平成 31 年 3 月 

公益財団法人日本乳業技術協会 

１．はじめに 

自ら搾った生乳からチーズ、アイスクリーム、ヨーグルト等の乳製品（ファームメイド

乳製品）を製造・販売する 6 次産業化に取り組む酪農家、地元の生乳や特定の酪農家の生

乳を使用して乳製品を製造・販売する工房が全国的に増加している。こうした取り組みの

成功のためには、おいしいものであることに加え、安全性や品質の安定性、成分表示の正

確性等に配慮することが求められる。 

公益財団法人日本乳業技術協会では、乳製品の製造・販売に取り組む酪農家等が乳製品

やその原料である生乳の安全性や品質、製造施設の環境等を確認するために必要な検査、

調査等を行うことによって、取り組みを支援する事業（ファームメイド乳製品等の検査及

び工房の環境検査事業）を、JRA 畜産振興事業として実施している。 

平成 30 年度は 30 戸の酪農家の参加を得た。地域別の参加酪農家数の一覧を表 1に示す。

表 1 参加酪農家数 (戸) 

北海道 10 栃 木 1 滋 賀 1 長 崎 1 

岩 手 1 群 馬 2 京 都 1 熊 本 1 

宮 城 1 千 葉 2 香 川 1 鹿児島 1 

福 島 1 静 岡 1 岡 山 1 沖 縄 1 

茨 城 1 福 井 1 山 口 1 合 計 30 

２．ファームメイド乳製品と原料(生乳)の検査 

参加酪農家から乳製品と生乳の送付を受け、当協会の検査室にて検査を実施した。乳製

品 60 検体および生乳 60 検体について実施し、その内訳は表 2 と図 1、図 2、検査項目と

検査方法は表 3-1 と表 3-2 のとおりである。乳製品はチーズが最も多く、検査を行った乳

製品の 7 割を占めた。 

表 2 検体の内訳 (検体) 

ﾁｰｽﾞ 44 ﾖｰｸﾞﾙﾄ 6 ｱｲｽｸﾘｰﾑ 6 

ｿﾌﾄｸﾘｰﾑﾐｯｸｽ 2 牛乳 2 生乳 60 
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図 1 検体の内訳（乳製品） （単位：検体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 検体の内訳（生乳）  （単位：検体） 
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表 3-1 乳製品の検査項目と方法等 

検査項目 検査方法等（培地、機器、出典等） 

熱 量 たんぱく質、脂質および炭水化物の量に以下の係数を乗じたものの総和 

   たんぱく質：4kcal/g、脂質：9kcal/g、炭水化物：4kcal/g 

水 分 常圧乾燥法 

た ん ぱ く 質 ケルダール法 

脂 質 レーゼ・ゴットリーブ法、ゲルベル法(牛乳) 

灰 分 直接灰化法 

炭 水 化 物 試料の全体量から水分、たんぱく質、脂質、灰分を除いたもの 

食 塩 相 当 量 ナトリウムの量に係数 2.54 を乗じたもの 

ナ ト リ ウ ム 原子吸光光度法 

カ ル シ ウ ム 原子吸光光度法 

ﾘｽﾃﾘｱ・ﾓﾉｻｲﾄｹﾞﾈｽ 食安発 1128 第 2 号(平成 26 年 11 月 28 日) 

黄色ブドウ球菌 卵黄加マンニット食塩寒天培地 

大 腸 菌 群 デスオキシコーレイト培地法、BGLB 発酵管法(牛乳) 

放 射 性 物 質 ゲルマニウム半導体検出器(ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ社製) 

 

 

表 3-2 生乳の検査項目と方法等 

検査項目 検査方法等（機器等） 

乳 脂 肪 分 

た ん ぱ く 質 

乳 糖 

無 脂 乳 固 形 分 

全 乳 固 形 分 

乳成分測定装置(ミルコスキャン FT1:FOSS 社製) 

ゲルベル法、常圧乾燥法 

体 細 胞 数 体細胞数測定装置(フォソマティック TMFC:FOSS 社製) 

抗 生 物 質 SNAP®トリオジャパン検査 

放 射 性 物 質 ゲルマニウム半導体検出器(ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ社製) 

 

 

（１）成分 

 各検体の栄養成分等を、乳等省令及び食品表示基準等に掲げる方法により定量した（表

3-1、表 3-2）。結果は表 4 と表 5 に示す。 
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0
.
2

2
.
5
9

1
0
2
0

6
1
5

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
5

4
1
5

3
6
.
4

2
5
.
2

3
4
.
8

3
.
4

0
.
2

1
.
5
0

5
9
4

6
7
1

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
1

4
5
0

3
1
.
9

2
5
.
9

3
8
.
2

3
.
4

0
.
6

1
.
3
9

5
4
9

7
2
2

陽
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
1

4
4
9

3
0
.
7

2
7
.
8

3
7
.
2

3
.
5

0
.
8

1
.
3
9

5
5
0

7
6
4

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
2

4
4
0

3
1
.
2

2
7
.
0

3
6
.
5

4
.
5

0
.
8

2
.
3
5

9
2
6

7
9
0

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
6

4
7
8

2
6
.
3

3
1
.
1

3
9
.
3

3
.
8

0
※

1
.
5
7

6
2
0

7
3
7

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
2

4
1
0

3
4
.
7

2
5
.
4

3
3
.
4

4
.
5

2
.
0

2
.
1
7

8
5
5

8
1
3

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
5

3
9
8

3
7
.
9

2
3
.
5

3
3
.
6

4
.
7

0
.
3

3
.
5
5

1
4
0
0

3
3
0

陽
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
8

3
6
4

4
3
.
1

2
1
.
9

3
0
.
7

4
.
3

0
.
0

3
.
5
3

1
3
9
0

2
7
3

陽
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
5

4
0
1

3
8
.
9

2
2
.
0

3
4
.
4

3
.
9

0
.
8

2
.
6
1

1
0
3
0

4
3
6

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
1

4
0
9

3
7
.
2

2
3
.
9

3
4
.
8

4
.
8

0
※

3
.
0
9

1
2
2
0

5
6
9

陰
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

2
4
2

6
1
.
3

1
6
.
1

1
9
.
2

2
.
1

1
.
3

1
.
4
8

5
8
3

9
9
.
2

陽
性

検
出

せ
ず

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

3
3
6

4
9
.
1

2
0
.
7

2
8
.
1

2
.
7

0
※

1
.
9
5

7
7
0

1
1
7

2
0
1
8
.
1
0

8
3

8
1
.
1

6
.
5

2
.
5

1
.
4

8
.
5

0
.
1
8

7
4
.
0

2
1
9

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
2

8
2

8
1
.
2

6
.
2

2
.
4

1
.
4

8
.
8

0
.
1
8

7
1
.
0

2
1
5

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

9
3

8
1
.
3

3
.
5

4
.
1

0
.
7

1
0
.
4

0
.
1
2

4
9
.
9

1
2
5

陽
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

1
0
0

8
0
.
3

3
.
8

4
.
7

0
.
7

1
0
.
5

0
.
1
2

4
7
.
5

1
2
7

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

8
6

8
2
.
3

3
.
5

3
.
6

0
.
7

9
.
9

0
.
1
6

6
4
.
4

1
2
0

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

9
2

8
1
.
5

3
.
7

4
.
1

0
.
7

1
0
.
0

0
.
1
4

5
5
.
6

1
2
5

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
0

1
6
7

6
7
.
7

3
.
6

8
.
1

0
.
8

1
9
.
8

0
.
1
2

4
8
.
0

1
2
2

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

1
7
2

6
6
.
6

3
.
7

8
.
4

0
.
8

2
0
.
5

0
.
1
1

4
6
.
7

1
2
6

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
5

2
1
1

6
3
.
1

4
.
9

1
3
.
4

0
.
9

1
7
.
7

0
.
1
3

5
2
.
4

1
3
9

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

2
1
2

6
3
.
0

4
.
9

1
3
.
5

0
.
9

1
7
.
7

0
.
1
3

5
3
.
2

1
4
2

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
0

1
3
2

7
0
.
7

3
.
8

3
.
5

0
.
8

2
1
.
2

0
.
1
1

4
6
.
2

1
3
2

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
2

1
3
3

7
0
.
4

3
.
8

3
.
6

0
.
8

2
1
.
4

0
.
1
2

4
7
.
3

1
3
2

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
0

1
2
7

7
3
.
4

3
.
9

4
.
7

0
.
8

1
7
.
2

0
.
1
0

4
0
.
8

1
2
8

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

1
2
7

7
3
.
2

3
.
8

4
.
6

0
.
8

1
7
.
6

0
.
1
0

4
2
.
2

1
2
9

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

6
9

8
7
.
1

3
.
7

4
.
0

0
.
7

4
.
5

0
.
0
9

3
5
.
9

1
2
1

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

7
2

8
6
.
7

3
.
6

4
.
4

0
.
7

4
.
6

0
.
0
9

3
7
.
8

1
2
9

陰
性

検
出

せ
ず

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

※
「

栄
養

表
示

基
準

に
お

け
る

栄
養

成
分

等
の

分
析

方
法

等
」

に
よ

り
水

分
、

た
ん

ぱ
く

質
、

脂
質

お
よ

び
灰

分
の

分
析

を
お

こ
な

っ
た

結
果

、
各

成
分

の
和

が
1
0
0
を

超
え

た
た

め
、

炭
水

化
物

を
 
0
 
g
/
1
0
0
g
と

し
た

。

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾐ
ｯ
ｸ
ｽ

牛
乳

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ﾄ

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
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ﾄ

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
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ﾄ

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｱ
ｲ
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾑ

ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾐ
ｯ
ｸ
ｽ

牛
乳

(
ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

)

検
体

の
種

類

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

青
ｶ
ﾋ
ﾞ

ﾌ
ﾞ
ﾙ
ｰ

ｼ
ｪ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
(
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾝ
)

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ﾄ

ﾖ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
(
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

ｾ
ﾐ
ﾊ
ｰ
ﾄ
ﾞ

ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
塩

水
入

り
)

ﾁ
ｰ
ｽ
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ﾁ
ｰ
ｽ
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ﾁ
ｰ
ｽ
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ﾁ
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ﾞ

ﾊ
ｰ
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ﾞ

ﾊ
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ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾌ
ﾞ
ｯ
ﾗ
ｰ
ﾀ

ｽ
ｶ
ﾓ
ﾙ
ﾂ
ｧ

ｶ
ﾁ
ｮ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ﾛ

ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾞ

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾞ

ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
真

空
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｸ
)

ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
真

空
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｸ
)

ｽ
ﾄ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ｽ
ﾄ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ

熊
　

本

千
　

葉

岩
　

手

北
海

道

北
海

道

北
海

道

北
海

道

北
海

道

北
海

道

鹿
児

島

山
　

口

千
　

葉

宮
　

城
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6

1
8

1
0

3
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4

2
7

1
3

1
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3
2

北
海

道

8
滋

　
賀

2
3

福
　

井

沖
　

縄

岡
　

山

群
　

馬

北
海

道

栃
　

木

39 1
4

2
2

2
9

2
5

3
0

北
海

道

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
ﾘ
ｽ
ﾃ
ﾘ
ｱ
・

ﾓ
ﾉ
ｻ
ｲ
ﾄ
ｹ
ﾞ
ﾈ
ｽ

1
7

2
8 1 1
1

福
　

島

群
　

馬

ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
塩

水
入

り
)

ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
塩

水
入

り
)

4 1
2

2
0

3
1

京
　

都

北
海

道

茨
　

城

静
　

岡

香
　

川

長
　

崎
ﾓ
ｯ
ﾂ
ｧ
ﾚ
ﾗ
(
塩

水
入

り
)
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表
5
　
生
乳
の
検
査
結
果

工
房

番
号

地
域

品
種

採
取

年
月

乳
脂

肪
分

た
ん

ぱ
く

質
乳

糖
無

脂
乳

固
形

分
全

乳
固

形
分

体
細

胞
数

抗
生

物
質

1
3
4
C
s

1
3
7
C
s

1
3
1
I

%
%

%
%

%
/
m
l

B
q
/
k
g

B
q
/
k
g

B
q
/
k
g

2
0
1
8
.
1
0

3
.
9
8

3
.
3
3

4
.
5
4

8
.
8
1

1
2
.
7
9

8
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
2

4
.
0
1

3
.
4
1

4
.
5
8

8
.
9
2

1
2
.
9
3

1
1
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
0

3
.
9
0

3
.
1
8

4
.
4
8

8
.
6
1

1
2
.
5
2

1
3
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
9
.
0
1

4
.
0
1

3
.
4
1

4
.
5
2

8
.
8
8

1
2
.
8
9

1
2
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

4
.
1
2

3
.
3
9

4
.
6
1

8
.
9
4

1
3
.
0
3

1
1
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
1

3
.
8
5

3
.
3
3

4
.
5
9

8
.
8
7

1
2
.
7
1

1
5
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
0
9

3
.
5
1

3
.
3
5

4
.
6
4

8
.
9
2

1
2
.
4
4

1
8
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
下

2
0
1
8
.
1
1

3
.
5
5

3
.
3
6

4
.
6
3

8
.
9
4

1
2
.
4
8

1
1
万

陰
性

検
出
下
限
値
以
下

検
出
下
限
値
以
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ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

1
福

　
島

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

2
千

　
葉

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種

ﾎ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
種
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消費者は、表示から食品の品質などに関連する情報を読み取る。その重要性から、食品

表示法 1)が制定・施行され、栄養成分であるたんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム

（食塩相当量で表示）の量および熱量を、原則として全ての一般用加工食品および一般用

添加物に表示することが義務付けられた。 

表示は、①一定の値による表示、②下限値及び上限値による表示、③①②の併用による

表示のいずれかで行う必要がある。①の一定の値には、④食品表示基準の許容差の範囲内

にある一定の値と、⑤合理的な推定により得られた値があり、④によって表示する場合

は、販売されている期間中いつも、食品表示基準別表第 9 第 3 欄に掲げる方法（表 3-1）

により得られた値が同表第 4 欄の許容差の範囲内（表 6）にある必要がある。 

表示値を求める方法として、⑥分析値により表示値を求める方法と、⑦分析以外の方法

により表示値を求める方法があり、⑦分析以外の方法には、⑧公的なデータベース等から

当該食品と同一または類似する食品の値を表示する方法と、⑨公的なデータベース等から

得られた個々の原材料の値から計算して表示値を求める方法がある。表 7 のように、これ

らを併用した値を表示することも可能で、いずれも合理的な根拠が必要である。 

 

表 6 栄養成分および熱量の許容差の範囲（100g 当たり） 

栄 養 成 分 

および熱量 

単 

位 
許容差の範囲 

熱 量 kcal ±20% 25kcal 未満の場合は±5kcal 

たんぱく質 g ±20% 2.5g 未満の場合は±0.5g 

脂 質 g ±20% 2.5g 未満の場合は±0.5g 

炭 水 化 物 g ±20% 2.5g 未満の場合は±0.5g 

ナトリウム mg ±20% 25mg 未満の場合は±5mg 

（食品表示基準別表第 9 より抜粋） 

 

 

表 7 栄養成分表示の例 

 

 

 

 

← 一定の値と、下限値及び上限値による表示の混在も可能。 

 

← 食塩相当量のみが、合理的な推定により得られた一定の  

値である場合、そのことがわかるように表示する。 

 

 

 

 

栄養成分表示 

100g 当たり 

熱量 ▲kcal 

たんぱく質 ▲g 

脂質 ▲～■g 

炭水化物 ▲g 

食塩相当量 ▲g 

食塩相当量は推定値 
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当事業では、各工房の製造時期の異なる乳製品 2 検体について検査を実施し、製造時期

による成分値の違いを確認した。表 8 はモッツァレラチーズの栄養成分を分析した結果と

公的なデータベースである日本食品標準成分表の収載値である。 

 

表 8 モッツァレラチーズの栄養成分の分析値(100g 当たり)    

工房番号   熱量 たんぱく質 脂質 炭水化物※ 食塩相当量 ナトリウム 

地域 製造年月 kcal g g g g mg 

4 2018.09 246  17.4  19.2  0.8  0.35  139  

京 都 2018.11 257  18.2  20.2  0.7  0.35  138  

12 2018.09 221  17.4  16.8  0  0.46  183  

北海道 2019.01 230  15.1  18.8  0.1  0.44  174  

20 2018.11 209  16.0  15.9  0.5  0.41  164  

茨 城 2019.02 235  16.2  18.6  0.8  0.36  142  

31 2018.11 252  20.0  19.1  0  0.38  150  

長 崎 2019.02 227  15.5  18.1  0.6  0.46  182  

  平均 235  17.0  18.3  0.4  0.40  159  

         

17 2018.09 323  23.1  25.6  0  0.60  237  

静 岡 2019.01 327  25.2  24.9  0.6  0.37  146  

28 2018.10 291  19.6  22.9  1.6  0.18  74.4  

香 川 2019.02 305  21.2  24.3  0.3  0.18  71.3  

  平均 312  22.3  24.4  0.6  0.33  132  

日本食品標準成分表

2015 年版（七訂） 
276  18.4  19.9  4.2  0.2  70  

※「栄養表示基準における栄養成分等の分析方法等」により水分、たんぱく質、脂質および灰分の分析を 

おこなった結果、各成分の和が 100 を超えたため、炭水化物を 0 g/100g とした。 

 

工房 4、12、20、31 は塩水に浸けた状態で販売しているモッツァレラチーズで、工房

17、28 は真空パックで販売しているモッツァレラチーズである。同じ種類のチーズであ

っても商品としての販売形態や製造者によって栄養成分の量に違いがあり、また公的デー

タベースの収載値と必ずしも一致しないことが分かる。 
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 表 9 は 5 月と 10 月に製造した同じゴーダチーズの分析結果である。 

 

表 9 同じゴーダチーズの製造時期による成分値の比較(100g 当たり)  

工房番号   熱量 たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量 ナトリウム 

地域 製造年月 kcal g g g g mg 

25 2018.05 366  30.1  26.7  1.3  1.70  673  

北海道 2018.10 374  29.3  27.9  1.5  2.47  974  

差   8(2%) 0.8(3%) 1.2(4%) 0.2 0.77  301(31%) 

平均   370 29.7 27.3 1.4 2.08 824 

 

分析の結果、ナトリウム量に 31%の差が確認され、仮に 5 月の分析結果を用いて、許容

差の範囲内にある一定の値として食塩相当量を表示した場合、10 月のナトリウム量が許

容差の範囲外となり食品表示法違反となる。また、5 月と 10 月の平均値を許容差の範囲

内にある一定の値として表示した場合も、ナトリウムについては元データの差が大きいた

め、許容差の範囲外となる製品が出る可能性がある。このように分析値にバラつきが大き

い成分については表 7 のように分析による推定値として表示することも対応の一つであ

る。 

また、原料である生乳の成分は、季節、地域、環境、飼料、品種などさまざまな要因に

よって変動するため、これらの要因に留意し、季節ごとに成分分析を行う、サンプル数を

増やすなど、データを蓄積して表示値を設定することが望まれる。 

生乳成分の地域別・季節変動については、表 5 および当協会で毎年集計し公表している

全国集乳路線別生乳成分調査 2)を参照されたい。 

 

（２）微生物 

各検体の微生物検査を、乳等省令や食品衛生検査指針に準拠して行った（表 3-1）。乳

製品の安全性を確保するために注意が必要な代表的な衛生指標細菌および病原性細菌であ

る大腸菌群、黄色ブドウ球菌およびリステリア・モノサイトゲネスについて検査を行った

（リステリア・モノサイトゲネスについては、チーズのみ検査を実施した）。 

衛生指標細菌である大腸菌群について、チーズには食品衛生法に基づく成分規格に基準

値が定められていない。一般に、加熱殺菌工程のある食品から大腸菌群が検出された場合

は、加熱が不十分であったか、または加熱殺菌工程後の製品の取り扱い不備による汚染・

増殖があったことを示している。陽性の検体については、製造した酪農家に直ちに結果を

通知するとともに機器洗浄の徹底等の改善策を速やかに講じるようアドバイスを行った。 

黄色ブドウ球菌は作業員の手指を介して食品を汚染し、特に傷や湿疹がある場合には汚

染する確率が高まる。黄色ブドウ球菌の増殖温度帯は 5～45℃と広く、他の細菌に比べて

低い水分活性(0.83)でも増殖できるため、汚染させない管理が重要である。黄色ブドウ球

菌が増殖すると、耐熱性のある毒素（エンテロトキシン）を産生し、大規模な食中毒の原

因となる可能性がある。黄色ブドウ球菌については、検査を行った乳製品のすべてが「検
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出せず」であった。 

日本の食中毒統計 3)ではリステリア・モノサイトゲネスによる食中毒の発生報告はない

が、海外ではチーズなどの乳製品を始め、ミートパテなどの食肉加工品、コールスローな

どのサラダにおいて食中毒が発生している。平成 26 年 12 月 25 日、ナチュラルチーズ

（ソフト、セミソフトに限る）の成分規格に基準値「リステリア・モノサイトゲネス 

100cfu 以下/g」が設けられた 4)。リステリア・モノサイトゲネスについては、検査を行

ったチーズのすべてが「検出せず」であった。 

 

（３）その他 

放射性物質（I-131、Cs-134、Cs-137）については、検査を行った乳製品及び生乳のす

べてが検出下限値以下であった。抗生物質（ベンジルペニシリン）については、検査を行

った生乳のすべてが陰性であった。生乳の体細胞数は表 5 のとおりである。 

 

３．乳製品工房の環境検査 

日頃の衛生管理がどれだけ行き届いているか、実際どの程度の汚染があるのか等を確認

するため、参加酪農家 30 戸の乳製品製造施設を対象に、空中落下菌検査、拭き取り検査

による各種微生物検査、残存 ATP+AMP の検査を行った。 

 拭き取り検査キット等の資材を当協会が準備し、検査のための採材は酪農家自身が実施

した。採材後の検体を当協会の検査室で各種微生物の培養を行った。各工房の結果を 49

～110 ページに示す。 

 

（１）空中落下菌 

空中落下菌検査は、空中に浮遊する微生物を一定時間開放した寒天培地上に自然落下さ

せて捕集し、培養後の集落数を計測することで環境の清潔度を評価する検査である。 

各種条件は表 10 のとおりである。 

 

表 10 空中落下菌検査条件   

検査対象 使用培地 培地の開放時間 培養条件 

細 菌 数 標準寒天培地 5 分 35±1℃、48 時間 

大 腸 菌 群 ﾃﾞｽｵｷｼｺｰﾚｲﾄ寒天培地 5 分 35±1℃、20 時間 

カ ビ 、 酵 母 CP 加ﾎﾟﾃﾄﾃﾞｷｽﾄﾛｰｽ寒天培地 20 分 25±2℃、 7 日間 

 

 

 

 

 

 

 

 
標準寒天培地 ﾃﾞｽｵｷｼｺｰﾚｲﾄ 

寒天培地 

CP 加ﾎﾟﾃﾄﾃﾞｷｽ

ﾄﾛｰｽ寒天培地 
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「弁当及びそうざいの衛生規範について（厚労省通知）5)」では、各作業区域における

空中落下菌の基準が設けられており、汚染作業区域は落下細菌数 100 以下、準清潔作業区

域は 50 以下、清潔作業区域は 30 以下かつ落下真菌数（カビ及び酵母）10 以下とするこ

とが望ましいとされている。 

表 11 は、全工房の結果を細菌数が多かった箇所から順に並べ替えたものである。 

細菌数、落下真菌数（カビ及び酵母）が清潔作業区域の基準を超えた箇所があり、熟成

庫以外の箇所からも検出され、落下真菌は特にカビが多く検出された。菌の同定は行えな

かったが、基準値を超えた工房では作業室全体から検出されており、屋外からの侵入・増

殖の可能性も考えられ、エアコン等の空調設備の内部で発生した細菌やカビが送風により

部屋全体に拡散していることも考えられた。屋外の汚染された空気の屋内流入を防ぐ等の

対策に加え、屋内の空調設備を常に清潔にしておくことも重要である。 
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（２）拭き取り検査(細菌数、大腸菌群、カビ、酵母) 

拭き取り検査キット(Pro・media ST-25／エルメックス社製)を用いて、作業台や機器等

の参加酪農家が拭き取り検査を希望した箇所の表面 10cm 四方を拭き取り、拭き取り後の

綿棒付きキャップを本体に戻し、良く混釈して試料原液とし、細菌数、大腸菌群、カビ、

酵母の生菌数の検査を実施した。検査条件は表 12 のとおりとした。 

 

表 12 拭き取り検査(細菌数、大腸菌群、カビ、酵母)検査条件 

検査対象 使用培地 培養条件 

細 菌 数 標準寒天培地 35±1℃、48 時間 

大 腸 菌 群 ﾃﾞｽｵｷｼｺｰﾚｲﾄ寒天培地 35±1℃、20 時間 

カ ビ 、 酵 母 CP 加ﾎﾟﾃﾄﾃﾞｷｽﾄﾛｰｽ寒天培地 25±2℃、 7 日間 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

表 13 は、全工房の結果を細菌数が多かった箇所から順に並べ替えたものである。 

細菌数が多かった箇所の中には大腸菌群が陽性であった箇所もあった。作業台やまな板な

どの他に、出入口や蛇口の取っ手等から細菌が検出された。特に出入口のドアの取っ手等

は、日常的に手指に触れることから汚染されやすいことに加え、一度汚染されると不特定

多数の従事者の汚染源となり得るため、出入口のドア等は可能な限り人の手が触れないよ

うな構造とすることが望ましい。器具や作業台についても十分に洗浄した後にアルコール

や電解水を噴霧して微生物の増殖を防ぐことが重要で、さらにアルコールを噴霧するだけ

ではなく、噴霧後水分が残らないように乾燥させることにより微生物の増殖をさらに軽減

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拭き取り検査キット 
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（３）拭き取り検査(残存 ATP+AMP) 

環境中に残存する細菌及び細菌の栄養源となる食品残渣を確認するために、ルミテスタ

ーとルシパック Pen（キッコーマンバイオケミファ社製）を用いて、残存 ATP+AMP の測定

を行った。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ATP（アデノシン三リン酸）は地球上の全ての生物のエネルギー源として存在する化学

物質で、AMP（アデノシン一リン酸）は ATP が分解されて生じる物質である。そのため、

ATP、AMP は生命活動がおこなわれている所には必ず存在する。そして、ATP、AMP が存在

するということは、そこに生物あるいは生物の痕跡が存在する証拠となる。 

ATP は、ルシフェリン（酵素基質）と酸素の存在下でルシフェラーゼ（酵素）を反応させ

ることにより AMP に変化し、その際光エネルギーが放出される。この酵素反応は生物発

光と呼ばれ、その発光量を測定することにより ATP の量を知ることができる。 

ATP+AMP の測定値(RLU：Relative Light Unit)については表 14 に示す管理基準が設定さ

れている。 

 

表 14 食品現場における清浄度管理基準設定例 

 発光量（RLU） 

 基準値 1 基準値 2 

ｽﾃﾝﾚｽ(SUS)表面 200 400 

樹脂表面 500 1000 

手指 1000 3000 

拭き取り検査キット（ルシパック Pen）取扱説明書による 

 

この管理基準は、検査キットメーカーが実際に外食産業の厨房や食品工場のラインで多

くのデータを取り設定した値で、保健所が指導する際の指標として用いられている。測定

値が「基準値 1」を超えた場合は「注意」、「基準値 2」を超えた場合は「要改善」とされ

ている。 

表 15 は、全工房の結果を測定値が高かった箇所から順に並べ替えたものである。 

 

拭き取り検査キット 
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（２）の拭き取り検査は、培地やインキュベーター等の設備が必要で、結果判定まで一

般細菌数では 2 日間を要するが、（３）の方法は専用の拭き取り検査キットが必要だが検

体をセットして 10 秒で測定結果が得られ、日常の衛生管理状態を確認するための有用な

方法といえる。 

 

４．研修会 

食を取り巻く環境の変化や国際化などに対応して食品の安全を確保するため、平成 30

年 6 月に食品衛生法が 15 年ぶりに改正された。改正内容の一つに HACCP に沿った衛生管

理の制度化があり、2 年以内とされる施行までに、乳製品の製造・販売に取り組む酪農

家・小規模な工房等を含む原則としてすべての食品事業者が対応を求められることとなっ

た。 

厚生労働省は事業者が HACCP に沿った衛生管理に取り組む際の負担を軽減するため、食

品関係団体に業種別手引書の作成を依頼し、助言、確認を行った手引書を都道府県等に通

知することとしている。HACCP の 7 原則を取り入れた管理体制である「HACCP に基づく衛

生管理」と、規模や業種等を考慮して一定の事業者を対象とする「HACCP の考え方を取り

入れた衛生管理」それぞれの手引書が作成される予定なので、事業者はいずれかを用いて

具体的な準備を進めることとなる。 

そのため、この研修会は、HACCP 制度化についての情報提供に加え、「HACCP の考え方を

取り入れた衛生管理」を中心に、具体的な準備に必要な「衛生管理計画書」「衛生管理記

録簿」「危害要因リスト」等の作成を実際に行うことによって、事業者の取り組みを支援

できるようカリキュラムを策定し、実施した。 

HACCP 手法を取り入れた衛生管理の資料を 32～44 ページに示す。 

研修会ではこのほか食品の安全と安心に関する基礎知識の講義、手洗い実習、官能評価

についての講義、パネルテストの実習も行った。 

乳業会館において 3 月に開催し、10 戸の酪農家が参加し、参加者からの評価は良好

で、参考になったとの声が多かった。研修会のアンケート結果を 45～47 ページに示す。 
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